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要　旨

本稿は，ウガンダ西部に話されるバンツー系のニョロ語について，目的語関係節と when 従属節と

が同じであることを示す。正確には，when 従属節とは目的語関係節の一部であるということである。

ニョロ語ではテンス・アスペクト・ムードによる 1 つの活用において，基本形，主語関係節，目的語

関係節，when 従属節，if 従属節の 5 つの動詞形を区別しなければならない。例えば英語では，基本

形 he reads a book，主語関係節 a person who reads a book，目的語関係節 a book which he reads な

どのように 5 つの動詞形は同じになるが，ニョロ語では原則異なる。そしてその違いは主として声調

によって示される。しかしニョロ語で確認されたすべての活用において，目的語関係節と when 従属

節の動詞形は同じ形を取るのである。

When 従属節に用いられる obu（英語の when に相当）はニョロ語では関係代名詞である。そして

その先行詞は obwîːre「時間」である。先行詞を含めた表現では obwíːre obu aki ngírê「彼（女）が閉

めた時」（時間 / 関係代名詞 / 彼（女）が閉めた）である。これは目的語関係節の orwíːgi oru 

aki ngírê「彼（女）が閉めた戸」（戸 / 関係代名詞 / 彼（女）が閉めた）と構文上何も変わらない（関

係代名詞の形が違うのは先行詞の名詞のクラスと文法的一致が行われるためである）。目的語関係節

から先行詞の obwîːre「時間」を除くと，obu があたかも英語の接続詞 when に当たるように見える。

そして英文法に習い，この構文を when 従属節と言う。ニョロ語にも辞書はあり，obu には関係代名

詞の obu と接続詞の obu があると書いてある。しかし，これはニョロ語の働きを理解していない英語

的解釈である。ニョロ語を含むバンツー系諸語の研究において，when 従属節が目的語関係節の一部

であることを示した研究はない。
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1．始めに－研究の目的－

バンツー系の言語は一般に，動詞の変化が複雑である。まず動詞の活用形が，主語接頭辞やテンス・

アスペクト・ムード標識，語根，派生接尾辞，語尾など幾つもの形態素から成っていて，長い。場合
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によっては，1 つの動詞形が 10 音節に及ぶこともある。そして形態素の組み合わせによって 1 つの

動詞が数 10 万の形を取りうる。テンス・アスペクト・ムードによる活用 1 に限っても，近い過去と

遠い過去，近い未来と遠い未来の区別など種類が多く，本稿で扱うニョロ語では，主動詞 1 個からな

る単純形と，助動詞と主動詞からなる複合形を合わせて，全部で 53 の活用が確認された。

話を複雑にしているのは，活用形のすべてに声調が絡んでくることである。言語によっては，声調

のみによって区別される活用も多々あるし，そうでなくても，声調の動きを十分把握していないと，

その活用の特徴を捉えきれない。声調を無くしたスワヒリ語のような言語はバンツー系では例外的で，

スワヒリ語動詞活用の単純さからバンツー系諸語の動詞の変化形を推し量ることはできない。ニョロ

語はバンツー祖語からの歴史の中で声調が単純化した。それでも，ニョロ語動詞の活用記述において

は，声調記述が分析の であり，この理解なくしては動詞活用の十全な記述は不可能である。

筆者は現在，ニョロ語の動詞活用をまとめており（Kaji in preparation），本稿はその活用記述の分

析から見えてきたことの一端を述べる。すなわち，目的語関係節と，when 従属節とが同じであるこ

とである。正確には，when 従属節の動詞形と目的語関係節の動詞形とが同じ形を取り，when 従属節

は目的語関係節の一部であると考えられることである。そして，英語の接続詞 when に相当するニョ

ロ語の obu が関係代名詞であることである。また when 従属節は if 従属節とは動詞形が異なること，

さらに目的語関係節の動詞形は主語関係節の動詞形とは異なることも示す。

本稿で扱うニョロ語（orunyôro）はウガンダ西部に話されるバンツー系の言語で，話し手の数は 

Eberhard et al.（2019）によると 967,000 人である。ウガンダでは大きい部類の言語である。ウガン

ダの公用語は英語で，スワヒリ語も第 2 公用語とされるが，ニョロ族地域では英語，スワヒリ語とも

ほとんで聞かれず，もっぱらニョロ語が用いられている。筆者は 2008 年から 2017 年までこの言語

をニョロ族（abanyôro）の中心地ホイマ（Hoima）2 で調査した。

2．動詞形の種類

ニョロ語の動詞活用変化を記述しようとすれば，各テンス・アスペクト・ムードにおいて，（1）で

示した a，b，c，d，e の 5 つの形を示さなければならない 3。同じテンス・アスペクト・ムードであっ

ても動詞形が同じにはならないのである。また，それぞれにおいて，肯定形のみならず否定形も確認

しなければならない。否定形は肯定形と語尾などが変わることもあるし，声調が変わることもある。（1）

で基本形（basic form）としてあるのは，他の 4 つの形の元になる形という意味で，他の 4 つとは異

なり主節（main clause）として働くものである。

（1）　a.  基本形

 　b. 主語関係節

 　c. 目的語関係節

 　d. when 従属節
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 　e. if 従属節

（1）の 5 つの形が具体的にどういうものであるかを示すため，（2）に英語の例を示す。英語では，

この 5 つの区別がほとんど問題にならないため，本稿で述べる事柄が，今までまったく議論されるこ

とはなかった。実際，英語では，例えば現在変化で，基本形の A person reads a book が主語関係節

になっても，動詞の reads は reads のままだし，目的語関係節になっても reads のままである。when 

従属節と if 従属節においても動詞は reads のままで変化なしである。また否定形も，否定の not と

read の組み合わせ 1 種類しかない。

（2）英語  肯定形 否定形

 　a. 基本形 A person reads a book A person does not read a book

 　b. 主語関係節 A person who reads a book A person who does not read a book

 　c. 目的語関係節 A book which a person reads  A book which a person does not read

 　d. when 従属節 When a person reads a book When a person does not read a book

 　e. if 従属節 If a person reads a book If a person does not read a book

ニョロ語は英語のようにはいかない。a，b，c，d，e の 5 つの形がすべて同じということはないの

である。特に声調が異なる。また肯定形と否定形も，英語のように単に肯定形に否定標識を付け加え

て終わりというわけにはいかない。従って，ニョロ語の動詞変化では 5 つの形の肯定形と否定形の計 

10 の形を調べることになる。これを 53 の活用 4 について確認する必要がある。また本稿では省略す

るが，動詞語根の音節構造（-CVC-, -VC-, -CV- など）によって変化形の声調その他も変わるので，

同じ活用においても幾つかの語根タイプについて見ていかなければならない。さらに動詞に目的語な

どの補語が付くか付かないかなどの条件によって声調変化が起こりうるので，これもいちいち確かめ

ていかなければならない。ただし本稿では論点をぼかさないために，活用形形成にあたって必要最小

限の要素のみを用いた動詞形を例として用いる。

第 4 節と 5 節でニョロ語の例を見ていくが，その前に前提知識として，ニョロ語の名詞と動詞の声

調パターンについて述べる。声調のパターンが同じ活用における 5 つの動詞形を区別する となるか

らである。

3．ニョロ語の声調

ニョロ語の名詞類の声調は単語の長さに関係なく 2 パターンである 5。（3）は名詞の声調による最

小対の例である。（3a）のパターンは，基底で終わりから 2 音節目に高声調 H（high）があるもの（便

宜上パターン A と呼ぶ），そして（3b）のパターンは基底において最後の音節に高声調 H があるもの

（便宜上パターン B と呼ぶ）である。/  / の中の形が基底形で，その前に示した形は名詞を単独で発
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音した場合のものである。パターン A のものは，単独（すなわち前後にポーズが来る環境）では，

基底の H はその位置で下降調 F（falling）となる。パターン B のものは，単独では基底の H は最後

の音節では実現されず，1 つ前の音節で実現する（H の予期）。そして本来の位置に痕跡として弱い

下降調 F を残す 6。

（3） a. ekitêbe 7, ebitêbe 8  /ekitébe/ 7, /ebitébe/ 8 「（学校の）クラス」

　b.  ekitébê 7, ebitébê 8 /ekitebé/ 7, /ebitebé/ 8 「大きな椅子」

（4）は動詞語根とその不定形である。ニョロ語の動詞語根の声調パターンは 1 つで，不定形ではパ

ターン A で現れる 7。

（4）　語根 不定形 基底形

 　a. -king- okukîːnga /okukínga/ 「閉める」

 　b. -kuringuk- okukuli ngûka /okukuringúka/ 「転がす」

ニョロ語の動詞語根の声調パターンは 1 つで，不定形では原則パターン A で現れるが，これは動

詞活用形で声調パターンがすべて A になるということではない。声調パターンが A，B のどちらに

なるかは，テンス・アスペクト・ムードごと，またその肯定・否定ごとに決まっている（この点，不

定形は活用形の 1 種だと考えれば分かりやすい）。また用いられる分節素によって決まっているとい

うことでもない。（5a）に動詞 -gend-「行く，出かける」を用いた「進行現在」の形，そして（5b）

に「可能性」の形を示す。分節素は（5a）と（5b）で同じであるが，（5a）の「進行現在」は声調が

パターン A を取り，（5b）の「可能性」はパターン B を取る。

（5）a. Tuːkugêːnda. 「進行現在」

 tuː-ku-génd-a

 1st.pers.pl.SPr-Inf-go-FV

 「我々は出かけつつある。」

　b. Tuːkugéːndâ. 「可能性」

 tuː-ku-gend-á

 1st.pers.pl.SPr-Inf-go-FV

 「我々は出かけるかもしれない。」

また，同じテンス・アスペクト・ムードでも（1）で述べた a，b，c，d，e の 5 つの形によって声

調パターンが異なることが多い。（6）は 4.1 節で述べる「近い過去の状態形」の例であるが，（6a）
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の基本形の肯定形ではパターン B を取るが，（6b）の主語関係節ではパターン A となる。用いる動詞

はいずれも -gend-「行く，出かける」である。

（6）a. omúːntu age nzérê /omúntu agenzeré/ 「人は出かけた」（基本形）

　b. omúːntu age nzêre  /omúntu agenzére/ 「出かけた人」（主語関係節）

本稿の主題は，（6）のような，同じテンス・アスペクト・ムードにおける（1）の 5 つ形の異同の

考察である。特にそれらの声調パターンに注目して異同を見ていく。

4．活用形

本節で（1）の 5 つのニョロ語の形を示す。ニョロ語の活用は多く，すべてを例示することはでき

ないので，全体像は付表を見ていただくとして，まず 4.1 節で「近い過去の状態形」を詳しく述べ，

つづいて 4.2 節で例外的な変化形を持つ「遠い過去」の場合を示す。動詞は -king-（不定形

okukîːnga）「閉める」を用いる 8。

4.1．近い過去の状態形

近い過去の状態形というのは，今朝などの近い過去に何かが起こり，その結果の状態が現在まで続

いていることを表す。（7a）から（7e）に（1）で示した 5 つの動詞変化形を掲げる。変化形は，煩

雑さを避けるため，3 人称の単数形と複数形のみを示す（1 人称・2 人称は主語接頭辞が変わるだけ

で声調は変わらない）。肯定形，否定形とも 2 つの形が並んでいるが，それぞれ左側が単数形，そし

て右側が複数形である。意味は，3 人称単数のもののみ掲げる。

（7）a. 基本形

 肯定形   否定形

 aki ngírê  baki ngírê t’aki ngírê tibaki ngírê

 「彼（女）が閉めた」  「彼（女）が閉めなかった」

　b. 主語関係節

 肯定形   否定形

 aki ngîre  （a）baki ngîre ataki ngírê （a）bataki ngírê

 「閉めた人」  「閉めなかった人」

　c. 目的語関係節

 肯定形   否定形

 aki ngírê  baki ngírê ataki ngírê bataki ngírê

 「彼（女）が閉めたところの」 「彼（女）が閉めなかったところの」
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　d. when 従属節

 肯定形   否定形

 obu aki ngírê obu baki ngírê obu ataki ngírê obu bataki ngírê

 「彼（女）が閉めた時」 「彼（女）が閉めなかった時」

　e. if 従属節

 肯定形   否定形

 kakúbá aki ngîre kakúbá baki ngîre kakúbá ataki ngírê kakúbá bataki ngírê

 「もし彼（女）が閉めたなら」 「もし彼（女）が閉めなかったら」

（7）を十全に理解するためにはニョロ語の動詞構造を知る必要がある。以下，4.1.1 節から 4.1.5 節

まで，（7）で示した基本形，主語関係節，目的語関係節，when 従属節，if 従属節の肯定形と否定形

の構造を見ていく。

4.1.1．基本形

（8）に，（7a）の基本形の肯定形と否定形の形態論的構造を示す。（8a）が 3 人称単数の肯定形，（8b）

が 3 人称複数の肯定形，そして（8c）が 3 人称単数の否定形，（8d）が 3 人称複数の否定形である。

（8）a. omúːntu aki ngírê（パターン B）

 omúntu a-king-iré

 person  3rd.pers.sg.SPr-close-Perf

 「人が閉めた」

　b. abáːntu baki ngírê（パターン B）

 abántu  ba-king-iré

 persons 3rd.pers.pl.SPr-close-Perf

 「人々が閉めた」

　c. omúːntu t’aki ngírê（パターン B）

 omúntu  ti a-king-iré

 person Neg 3rd.pers.sg.SPr-close-Perf

 「人が閉めなかった」

　d. abáːntu tibaki ngírê（パターン B）

 abántu  ti ba-king-iré

 persons Neg 3rd.pers.pl.SPr-close-Perf

 「人々が閉めなかった」
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ニョロ語の語順は SVO で，主語名詞が来て，次に動詞の変化形が来る。動詞形は様々な形態素か

らなるが，本稿ではなるべく簡単な例を用いてある。（8a,b）の動詞肯定形では，まず主語接頭辞が

来て，次に動詞語根，そして動詞語尾が来る。ここの動詞語尾は完了語尾 -ire9 である。ニョロ語な

どバンツー系諸語では，主語名詞が表現されても動詞の主語接頭辞は必要である。（8c,d）の否定形

では，否定標識が接語 ti でこれは動詞形の前に来る。（8c）のように，後に母音で始まるものが続け

ば注 6 で示した /ti a/ → t’a [ta] の母音省略を起こす。（8）の 5 つの形式の後に（　）の中にはそれ

ぞれの動詞形の声調パターンを示してある。（8）の例では，すべて単独形で最後 2 音節が HF，すな

わち基底で最後の音節に H があるタイプであるからパターン B である。

4.1.2．主語関係節

（9）は（7b）の主語関係節の肯定形と否定形の構造を示したものである。（9a）が 3 人称単数の肯

定形，（9b）が 3 人称複数の肯定形，そして（9c）が 3 人称単数の否定形，（9d）が 3 人称複数の否

定形である。いずれも先行詞の名詞を加えてある。（8）同様，それぞれの動詞形の声調パターンを（　）

の中に示してある。（9a,b）の肯定形は，単独形で終わりから 2 音節目が F，すなわち基底で終わり

から 2 音節目に H があるタイプであるからパターン A である。（9c,d）の否定形は，単独形で最後 2

音節が HF，すなわち基底で最後の音節に H があるタイプであるからパターン B である。

（9）a. omúːntu aki ngîre（パターン A）

 omúntu a-king-íre

 person 3rd.pers.sg.SPr-close-Perf

 「閉めた人」

　b. abáːntu （a）baki ngîre（パターン A）

 abántu （a-）ba-king-íre

 persons （Aug-）3rd.pers.pl.SPr-close-Perf

 「（それらの）閉めた人々」

　c. omúːntu ataki ngírê（パターン B）

 omúntu a-ta-king-iré

 person 3rd.pers.sg.SPr- Neg-close-Perf

 「閉めなかった人」

　d. abáːntu （a）bataki ngírê（パターン B）

 abántu  （a-）ba-ta-king-iré

 persons  （Aug-）3rd.pers.pl.SPr-Neg-close-Perf

 「（それらの）閉めなかった人々」
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主語関係節で注意すべき点が 2 点ある。第 1 点は否定標識である。（8）の基本形では否定標識は

接語の ti であったが，主語関係節では接辞の -ta- である。-ta- は主語接頭辞のすぐ後に来る。否定

標識が -ta- であることは，後から述べる目的語関係節，when 従属節，if 従属節のすべてに共通する

ことである。

主語関係節で注意すべき第 2 点は，主語接頭辞に係るものである。主語関係節の主語接頭辞は，多

くのバンツー系諸語では基本形の主語接頭辞とは異なるのだが，ニョロ語では 3 人称単数では基本形

の a- を用いる。これが，ニョロ語で基本形と主語関係節形が声調でしか区別できない大きな理由と

なっている。また 3 人称複数の形は基本形でも代名詞形でもどちらも ba- である。こちらも基本形

と主語関係節形は声調でしか区別できない。

この ba- の前に，（7b），（9b,d）のように，一種の冠詞の役割を果たす前接辞（augment）の a- が

付くことがある。前接辞が付くことがあるのは，主語関係節の場合のみである。この a- は限定（特

定のもの）を表す。もし（7b），（9b,d）で a- を用いれば，肯定形と否定形はそれぞれ（9b）

abaki ngîre「それらの閉めた人々」，（9d）abataki ngírê「それらの閉めなかった人々」となる。ただし，

3 人称単数で主語接頭辞が a- の場合は前接辞が付かないため，限定・非限定の区別ができず，主語

接頭辞の a- だけで両方の意味を表す。

4.1.3．目的語関係節

（10）は（7c）の目的語関係節の肯定形と否定形の構造を示したものである。（10a）が 3 人称単数

の肯定形，（10b）が 3 人称複数の肯定形，そして（10c）が 3 人称単数の否定形，（10d）が 3 人称複

数の否定形である。いずれも先行詞の名詞を加えてある。また，それぞれの動詞形の声調パターンを

（　）の中に示してある。声調パターンはすべて，単独形で最後 2 音節が HF，すなわち基底で最後

の音節に H があるタイプであるからパターン B である。

（10）a. orwíːgi（oru） omúːntu aki ngírê（パターン B）

 orwígi （oru） omúntu  a-king-iré

 door （Rel） person 3rd.pers.sg.SPr-close-Perf

 「人が閉めた（その）戸」

 　b. orwíːgi（oru） abáːntu baki ngírê（パターン B）

 orwígi （oru） abántu ba-king-iré

 door （Rel） persons 3rd.pers.pl.SPr-close-Perf

 「人々が閉めた（それらの）戸」

 　c. orwíːgi（oru） omúːntu ataki ngírê（パターン B）

 orwígi （oru） omúntu  a-ta-king-iré

 door （Rel） person 3rd.pers.sg.SPr-Neg-close-Perf
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 「人が閉めなかった（その）戸」

　d. orwíːgi（oru） abáːntu bataki ngírê（パターン B）

 orwígi  （oru） abántu  ba-ta-king-iré

 door  （Rel） persons 3rd.pers.pl.SPr-Neg-close-Perf

 「人々が閉めなかった（それらの）戸」

目的語関係節の oru は関係代名詞である。oru を（  ）で括ってあるのは，関係代名詞を用いる場

合と用いない場合があるからである。用いると先行詞が限定的になり，用いないと先行詞が非限定的

になる。なお関係代名詞は 5.2 節で示すように，呼応する名詞のクラスによって形が変わり，ここで

クラス 11 の oru となっているのは，先行詞がクラス 11 の名詞 orwíːgî「戸」だからである。

4.1.4．when 従属節

（11）は（7d）の when 従属節の肯定形と否定形の構造を示したものである。（11a,b,c,d）のそれぞ

れの先頭の obu は「～の時」を意味する（英語の when に相当）。（11a）が 3 人称単数の肯定形，（11b）

が 3 人称複数の肯定形，そして（11c）が 3 人称単数の否定形，（11d）が 3 人称複数の否定形である。

いずれも主語名詞を加えてある。また，それぞれの動詞形の声調パターンを（ ）の中に示してある。

声調パターンはすべて，単独形で最後 2 音節が HF，すなわち基底で最後の音節に H があるタイプ

であるからパターン B である。

（11）a. obu omúːntu aki ngírê（パターン B）

 obu omúntu  a-king-iré

 when person 3rd.pers.sg.SPr-close-Perf

 「人が閉めた時」

 　b. obu abáːntu baki ngírê（パターン B）

 obu abántu  ba-king-iré

 when persons 3rd.pers.pl.SPr-close-Perf

 「人々が閉めた時」

 　c. obu omúːntu ataki ngírê（パターン B）

 obu omúntu  a-ta-king-iré

 when person  3rd.pers.sg.SPr-Neg-close-Perf

 「人が閉めなかった時」

 　d. obu abáːntu bataki ngírê（パターン B）

 obu abántu  ba-ta-king-iré

 when persons 3rd.pers.pl.SPr-Neg-close-Perf
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 「人々が閉めなかった時」

4.1.5．if 従属節

（12）は（7d）の if 従属節の肯定形と否定形の構造を示したものである。（12a,b,c,d）のそれぞれ

の先頭に来ている kakúbá は仮定を意味する「もし」を表す（英語の if に相当）。（12a）が 3 人称単

数の肯定形，（12b）が 3 人称複数の肯定形，そして（12c）が 3 人称単数の否定形，（12d）が 3 人称

複数の否定形である。いずれも主語名詞を加えてある。また，それぞれの動詞形の声調パターンを（　）

の中に示してある。声調パターンは，（12a,b）は単独形で終わりから 2 音節目が F，すなわち基底で

終わりから 2 音節目に H があるタイプであるからパターン A である。そして（12c,d）は単独形で最

後 2 音節が HF，すなわち基底で最後の音節に H があるタイプであるからパターン B である。

（12）a. kakúbá omúːntu aki ngîre（パターン A）

 kakubá omúntu  a-king-íre

 if person 3rd.pers.sg.SPr-close-Perf

 「もし人が閉めたら」

 　b. kakúbá abáːntu baki ngîre（パターン A）

 kakubá abántu  ba-king-íre

 if persons 3rd.pers.pl.SPr-close-Perf

 「もし人々が閉めたら」

 　c. kakúbá omúːntu ataki ngírê（パターン B）

 kakubá omúntu  a-ta-king-iré

 if person 3rd.pers.sg.SPr-Neg-close-Perf

 「もし人が閉めなかったら」

 　d. kakúbá abáːntu bataki ngírê（パターン B）

 kakubá  abántu ba-ta-king-iré

 if persons 3rd.pers.pl.SPr-Neg-close-Perf

 「もし人々が閉めなかったら」

4.1.6．第 4 節のまとめ

本節で見てきた近い過去の状態形の 5 つの動詞変化形の特徴をまとめると，（13）のようである。

（13）a.   5 つの動詞変化形の違いは，否定標識が基本形では ti，それ以外では -ta- という違いを別 

にすれば，声調によって示される。

 　b. 動詞変化形の声調パターンは，終わり 2 音節を見ると A と B の 2 つしかない。
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 　c.   同じ活用でも，例えば主語関係節の場合のように，肯定形と否定形とでは声調パターンが

異なる。

 　d. 3 人称単数形と 3 人称複数形とでは声調パターンに違いがない。

 　e. 主語関係節と目的語関係節とでは声調パターンが異なる。

 　f. when 従属節と if 従属節とでは声調パターンが異なる。

 　g. 目的語関係節の動詞形と when 従属節の声調パターンとが同一である。

（13d）に関しては，本稿では 3 人称の単数形と複数形しか示していないが，人称・クラスに関係

なく声調パターンは同一である。（13）の中で，本稿の目的から最も重要なのは（13g）である。（14）

に確認のため，どういう風に同一であるかを示す。声調を含めて両動詞形とがまったく同一であるこ

とがわかる。

（14）a. 目的語関係節

 3 人称肯定形 aki ngírê, baki ngírê（パターン B）

 3 人称否定形 ataki ngírê, bataki ngírê（パターン B）

 　b. when 従属節

 3 人称肯定形  aki ngírê, baki ngírê（パターン B）

 3 人称否定形 ataki ngírê, bataki ngírê（パターン B）

（14）で示した目的語関係節形と when 従属節形の 2 つの動詞形の同一性が本稿の主題である。こ

の同一性は，付表で示した 36 の活用形において，様々な変化形がパターン A，パターン B を取る中

で一貫している。もっとも，目的語関係節の動詞形と when 従属節の動詞形とが同じだと言っても，

when 従属節には obu「～の時」という形式が付く。これは何かという疑問も出てくる。これについ

ては 5 節で述べる。

4.2．声調の文法的機能

（13a）で述べたように，ニョロ語の 1 つの活用の中での 5 つの動詞形が異なるのは，否定標識が

基本形では ti，そしてそれ以外の関係節と従属節では -ta- という違いを別にすれば，基本的に声調

のみである。これは，5 つの動詞形が同じ活用であり，用いられる形態素が基本的に同じであるため，

違いを出すには声調が最も手早い手段であるからであろう。

名詞類においては，（3）の最小対に見られるように，声調のパターン A と B は語彙的機能を有し

ている。しかしながら動詞類では語根の声調パターンは（4）で示したように 1 つしかなく，語彙的

機能は果たさない。それにも拘わらず，各活用の 5 の変化形にパターン A とパターン B の 2 つの声

調パターンが見られるということは，動詞活用変化においては，声調がそれらを区別する文法的機能
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を果たしていることを示している。4.1 節では近い過去の状態形という 1 活用の例しか示していない

が，これはニョロ語全体に当てはまることである。

4.3．遠い過去形

1 例のみであるが，4.2 節で述べたこととは異なり，不規則な形を示す活用がある。遠い過去の活

用である 10。遠い過去形というのは，数日前あるいはそれ以前に起こった出来事を表す時制である。

遠い過去では時制標識も語尾も異なる。また，否定標識も基本形で ti ではなく -ta- になるという不

規則が生じる。（15）から（19）に例を示す。煩雑さを避けるため 3 人称複数の肯定形と否定形のみ

を掲げる。

（15）基本形

　 a. abáːntu bakakîːnga（パターン A）

 abántu  ba-ka-kíng-a

 persons 3rd.pers.pl.SPr-Pst-close-FV

 「人々が閉めた」

　 b. abáːntu batakíːngê（パターン B）

 abántu  ba-ta-king-é

 persons 3rd.pers.pl.SPr-Neg-close-FV

 「人々が閉めなかった」

（16）主語関係節

　 a. abáːntu （a）baːki ngîre（パターン A）

 abántu （a-）ba-a-king-íre

 persons （Aug-）3rd.pers.pl.SPr-TM-close-Perf

 「（それらの）閉めた人々」

　 b. abáːntu （a）bataːki ngírê（パターン B）

 abántu  （a-）ba-ta-a-king-iré

 persons  （Aug-）3rd.pers.pl.SPr-Neg-TM-close-Perf

 「（それらの）閉めなかった人々」

（17）目的語関係節

 　a. orwíːgi（oru） abáːntu baːkingîre（パターン A）

 orwígi （oru） abántu ba-a-king-íre

 door （Rel） persons 3rd.pers.pl.SPr-TM-close-Perf

 「人々が閉めた（それらの）戸」

 　b. orwíːgi（oru） abáːntu bataːki ngîre（パターン A）
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 orwígi  （oru） abántu  ba-ta-a-king-íre

 door  （Rel） persons 3rd.pers.pl.SPr-Neg-TM-close-Perf

 「人々が閉めなかった（それらの）戸」

（18）when 従属節

 　a. obu abáːntu baːki ngîre（パターン A）

 obu abántu  ba-a-king-íre

 when persons 3rd.pers.pl.SPr-TM-close-Perf

 「人々が閉めた時」

 　b. obu abáːntu bataːki ngîre（パターン A）

 obu abántu  ba-ta-a-king-íre

 when persons 3rd.pers.pl.SPr-Neg-TM-close-Perf

 「人々が閉めなかった時」

（19） if 従属節

　 a. kakúbá abáːntu baːki ngîre（パターン A）

 kakubá abántu  ba-a-king-íre

 if persons 3rd.pers.pl.SPr-TM-close-Perf

 「もし人々が閉めたら」

　 b. kakúbá abáːntu bataːki ngîre（パターン A）

 kakubá abántu ba-ta-a-king-íre

 if persons 3rd.pers.pl.SPr-Neg-TM-close-Perf

 「もし人々が閉めなかったら」

（15）から（19）の動詞形を見て気づくことの第 1 は，語尾が基本形では，肯定形 -a，否定形 -é 

という母音 1 個なのに対して，関係節，従属節では，完了語尾の -ire（声調はパターン A とパター

ン B の両方の場合あり）となっている点である。基本形の否定形が示す -é という語尾は接続法や命

令形に特徴的な語尾であり，その他ではこの遠い過去と近い未来以外には現れない 11。また基本形の

否定標識が ti ではなく -ta- となっている点も普通ではない。さらに，時制標識が，基本形の肯定形

で -ka-，否定形ではゼロ，そして従属節では -a- というのも普通ではない。時制標識の -ka- は遠い

過去だけでなく過去の経験 1, 2, 4 などでも用いられるので，過去のマーカーだとわかるが，従属節

で用いられる -a- は習慣現在，近い完了などでも用いられる（ここでは特定せず単に TM としている）。

以上を総合すると，奇妙なのは基本形の否定形（15b）である。肯定形に対応した形を予測すると 

*abáːntu tibakakîːnga であるが，実際は abáːntu batakíːngê である。本来予想される形式ではないこの 

batakíːngê は一種の補充法によるものだと思われるが，なぜかは現在のところはっきりとしない。た

だ，本稿で述べている目的語関係節の変化形と when 従属節の変化形とが同じであるという点は一貫
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している。

4.4．付表について

各活用における変化形は，いちいち見ていくには煩雑であるため，付表として最後に掲げる。ニョ

ロ語において確認した 53 のすべてのテンス・アスペクト・ムードによる活用において（1）の 5 つ

の変化形が用いられるわけではないので，付表では本稿で問題としている目的語関係節と when 従属

節が共に用いられる活用のみを掲げてある。なお，スペースの都合上，1 人称，2 人称は省略し 3 人

称単複の肯定形と否定形のみを掲げる 12。また 3 人称複数の主語関係節の前接辞 a- は省く。動詞は 

-gend-「行く，出発する」を例として用いるが，目的語関係節のみ他動詞の -king-「閉める」を用いる。

動詞語根の声調パターンは，3 節で述べたように 1 つなので -gend-「行く，出発する」を用いても 

-king-「閉める」を用いても同じである。

また付表（2d），（9d），（13d），（18d），（19d），（20d），（21d），（22d）では when 従属節で，接続

詞 obu「～の時」の代わりに nkóːku「～なので」（英語の as, since に相当）を，さらに付表（34d）

では aha「～の場所」を用いてある。これはその活用で，そちらの方が obu より意味上受け入れやす

いという理由からである。ただし，これらの接続詞はいずれも obu「～の時」と同じ動詞変化形を取

る。以下，obu，nkóːku，aha を obu で代表させ，まとめて obu 類接続詞と呼んでおく。5 節で，こう

いった接続詞とは一体何かということについて述べる。

5．分析

付表に掲げた（1）から（36）の様々な活用を通して，c の目的語関係節の動詞形と d の when 従属

節の動詞形が同じであることが確認される。違いは，when 従属節では常に接続詞と呼ばれているも

のが前置するのに対して，目的語関係節では，関係代名詞が目的語が限定的でなければ用いられない

ということである。本節では，英語で接続詞と呼ばれているニョロ語の形式が一体何であるかを示す

ことによって，なぜ目的語関係節の動詞形と when 従属節の動詞形が同じであるかを明らかにする。

5.1．2種類の接続詞

ニョロ語には（20）と（21）の 2 種類の接続詞がある。この 2 つは，（20a,b,c,d）がいずれも現状

肯定的節を導くのに対して（21）の kakúbâ「もし」は仮定的条件節を導くという違いがある。ニョ

ロ語では（20）の 4 つの接続詞はどれを用いてもあとに同じ形の変化形が続くのに対して，（21）の

kakúbâ では，（20）の接続詞が用いられるのと同じテンス・アスペクト・ムードであっても，別の変

化形が続く 13。このことは付表の（1）から（36）までの d と e の形を見比べれは分かる。ただニョ

ロ語では，動詞変化形の声調パターンは原則 2 つしかないなので，たまたま同じという場合もある。

例えば付表（10）「遠い過去」（4.3 節で詳述）では a, b, c, d, e の 5 つの形が肯定ではすべてパター

ン A を示す。否定においても a の基本形以外，すべてパターン A である。これは個々の変化形は活
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用ごとに決められるので，この場合はたまたま同じになったと見るべきである 14。

（20）a. obu   「～の時」（英語の when に相当）

　 b. oku   「～のように」（英語の（the manner）how に相当）

　 c. aha15  「～の場所」（英語の（the place）where に相当）

　 d. nkôːku（<nka oku） 「～なので」（英語の as, since に相当）

（21）kakúbâ   「もし」（英語の if に相当）

5.2．関係節構文

さて，5.1 節で現状肯定的と名付けた（20）の 4 つの接続詞は，実はニョロ語では関係代名詞の一

部である。（22）に各名詞のクラスごとの関係代名詞を示す（1 から 19 までの数字はクラス番号であ

る）。（22）を見ると，（20a）の obu はクラス 14，（20b）の oku はクラス 17，（20c）の aha はクラ

ス 16 の関係代名詞である。（20d）の nkôːku は nkôːku（<nka oku）のようにクラス 17 の関係代名詞 

oku を含む。（21）の kakúbâ「もし」は関係代名詞とは関係なく，希望を表す接頭辞 ka- と be 動詞

の不定形 kúbâ（前接辞 o- なし）の組み合わせからできている。

（22）1.  owa 6.  aga  11. oru 16.  aha

　 2.  aba 7.  eki 12.  aka 17. oku

　 3.  ogu 8.  ebi   13.  otu 18. omu

　 4.  egi 9.  eye 14.  obu 19. eye

　 5.  eri 10.  ezi 15.  oku

（23），（24）に「近い過去の状態形」の目的語関係節構文を示す。（23）では関係代名詞 oru16 が用

いられており，先行詞である目的語名詞 orwîːgi「戸」が限定的であることを示す。（24）では関係代

名詞 oru が用いられておらず，先行詞である目的語名詞は非限定的（= 不定）である。

（23）orwíːgi oru aki ngírê

　 orwígi oru  a-king-iré

　 door（11） Rel（11） 3rd.pers.sg.SPr（1）-close-Perf

　 「彼（女）が閉めた戸」（the door which he/she has closed）17

（24）orwíːgi aki ngírê

　 orwígi a-king-iré

　 door（11） 3rd.pers.sg.SPr（1）-close-Perf

　 「彼（女）が閉めた戸」（a door which he/she has closed）
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ニョロ語では（23）のような関係代名詞を伴った目的語関係節構文は，先行詞の目的語名詞を省略

した形でも用いることができる 18。（25）は（23） の肯定形，そして（26）はその否定形である。

（25）oru aki ngírê

　 oru  a-king-iré

　 Rel（11） 3rd.pers.sg.SPr（1）-close-Perf

　 「彼（女）が閉めた物」（what he/she has closed）

（26）oru ataki ngírê

　 oru  a-ta-king-iré

　 Rel（11） 3rd.pers.sg.SPr（1）-Neg-close-Perf

　 「彼（女）が閉めなかった物」（what he/she has not closed）

（27），（28）は付表（8d）の when 従属節の 3 人称単数の形であるが，動詞を -king- 「閉める」と

したものである。

（27）obu aki ngírê

　 obu  a-king-iré

　 Rel（14） 3rd.pers.sg.SPr（1）-close-Perf

　 「彼（女）が閉めた時」（when he/she has closed）

（28）obu ataki ngírê

　 obu  a-ta-king-iré

　 Rel（14） 3rd.pers.sg.SPr（1）-Neg-close-Perf

　 「彼（女）が閉めなかった時」（when he/she has not closed）

注目すべきは，（27）は（25）と形式が同じであるということである。また（28）も（26）と形式

が同じである。異なるのは，関係代名詞のみである。なぜ関係代名詞が異なるかと言えば，先行詞が

違うからである。（27），（28）にも先行詞を付けることができる。（27），（28）では関係代名詞がク

ラス 14 であるから先行詞はクラス 14 の名詞であることがわかる。クラス 14 で時間に関する名詞は

と言えば，obwîːre「時，時間」である 19。

（29）obwíːre obu aki ngírê

　 obwíre  obu  a-king-iré

　 time（14） Rel（14） 3rd.pers.sg.SPr（1）-close-Perf
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　 「彼（女）が閉めた時」（the time when he/she has closed）

（30）obwíːre obu ataki ngírê

　 obwíre  obu  a-ta-king-iré

　 time（14） Rel（14） 3rd.pers.sg.SPr（1）-Neg-close-Perf

　 「彼（女）が閉めなかった時」（the time when he/she has not closed）

以上から，when 従属節というものは，ニョロ語では先行詞 obwîːre「時間」を省略した関係節であ

ることが分かる。そして同時に（27），（28）の obu は，関係代名詞であることが理解される。この 

obu は一般には，例えば Rubongoya（1999）のように副詞形成小辞と呼んだり，また Ndoleriire et 

al.（2009）のように接続詞と呼ばれ，関係代名詞との関係は考慮されてこなかったものである。

5.3．when 従属節と目的語関係節

英語の伝統文法では，従属節と関係節は基本的に同じで，関係節は従属節の一部と見做すのが普通

である。そして従属節の中に様々なタイプのものがあるとする 20。従って，細かい分類では when 従

属節と目的語関係節は別のものとなる。普通の言い方では，一方は従属節で，もう一方は関係節であ

る。しかしながら，本稿で述べてきたように，ニョロ語では when 従属節と目的語関係節は同じである。

また日本語でも，when 従属節と目的語関係節の動詞は，（31a），（31b）のように，いずれも連体形で

ある。英語の目的語関係節も，（32b）のように，先行詞を関係代名詞に取り込んだ形では，（32a）

の when 従属節と形式上区別がつかない。一方が時間（when）で，もう一方が物（what）という違い

にすぎない。

（31）a. 彼が食べる時

　 b. 彼が食べる物

（32）a. when he eats

　 b. what he eats

この点注目すべきは，ニョロ語を始めとするバンツー系諸語の名詞のクラスである。名詞のクラス

においては場所，時間は，物（事），人，動物とともに名詞のクラスに統合され，表現も並行している。

英語では（36）で先行詞の obwíːre「時，時間」を省いた時，頭に現れる obu を従属の接続詞と言い，

（37）で先行詞の aha ntu「場所」を省いた時，頭に現れる aha を関係副詞と言っている。

（33）omu ntu owa arozírê

　 omuntu owa  a-ror-iré

　 person（1） Rel（1） 3rd.pers.sg.SPr（1）-see-Perf
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　 「彼（女）が見た人」（the person whom he/she has seen）

（34）e mbúzi eye arozírê

　 embúzi eye  a-ror-iré

　 goat（9） Rel（9） 3rd.pers.sg.SPr（1）-see-Perf

　 「彼（女）が見た山羊」（the goat which he/she has seen）

（35）orwíːgi oru aki ngírê（=23）

　 orwígi oru  a-king-iré

　 door（11） Rel（11） 3rd.pers.sg.SPr（1）-close-Perf

　 「彼（女）が閉めた戸」（the door which he/she has closed）

（36）obwíːre obu age nzérê

　 obwíre  obu  a-gend-eré

　 time（14） Rel（14） 3rd.pers.sg.SPr（1）-go-Perf

　 「彼（女）が出かけた時」（the time when he/she has gone）

（37）aha ntu aha age nzérê

　 ahantu  aha  a-gend-eré

　 place（16）21 Rel（16） 3rd.pers.sg.SPr（1）-go-Perf

　 「彼（女）が出かけた場所」（the place where he/she has gone）

以上，ニョロ語の名詞のクラスと従属節・関係節との関係を見てきた。すなわち接続詞の obu と

呼ばれるものは関係代名詞である。そして，従属節は目的語関係節の一種である。（38）にニョロ語

の関係節に現れる動詞の形式的特徴についてまとめておく。要点は，関係節というのは関係代名詞が

あるから関係節なのではないということである。動詞自体の形式が違うのである。

（38）a. 3 人称単数の主語接頭辞が基本形の主語接頭辞と同じ a- となる。

　 b.   関係節の動詞形は，主語関係節，目的語関係節とも基本形の動詞形と異なる。特に声調面

において。

　 c.   否定標識が基本形では ti であるが，関係節では主語関係節，目的語関係節とも -ta- であ

る 22。

さらに，活用によっては，動詞語尾が基本形と異なる場合がある。こうして見てくるとニョロ語の

動詞変化形は，大きく基本形とそれ以外に 2 分されることがわかる。主語関係節も目的語関係節（when 

従属節を含む）も if 従属節もすべて（39）の特徴を備えている。関係節は，関係代名詞があるから

関係節だというのは間違いである。動詞自体の形が違うのである 23。
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6．関連研究

筆者が本稿で述べているような when 従属節は目的語関係節の一種で，時間を表す先行詞が省略さ

れ，関係代名詞があたかも従属接続詞のように見えるものであるということを述べている先行研究は

筆者が知る限り存在しない。本節ではバンツー系諸語の関係節に関する関連研究について触れる。

6.1．近接言語

バンツー系諸語に関する関係節の論文は多い 24。しかしながらその多くは，主語関係節，目的語関

係節，場所関係節のそれぞれの音韻的－とりわけその声調，イントネーション－，形態論的，統語論

的特性を述べたり，関係代名詞と指示詞との関係を考察するもので，関係節相互間の関係，ましてや

when 従属節との関係を述べるものはない。例えば Riedel（2010）はニョロ語と比較的系統的に近い

タンザニアのハヤ語の関係節を包括的に取り扱っているが，分析は主語関係節など個々の関係節の特

性に終始している。ハヤ語よりさらに系統的にニョロ語に近いウガンダのンコレ＝チガ語 25 の関係

節を扱った Asiimwe（2019）は，関係節形成において声調の重要性を指摘しているが，考察は個別

の活用の基本形と関係節の関係のみで関係節全体を扱ったものではない 26。従属節関係では研究の関

心が，He says that … のような動詞目的語従属節や the fact that … といった名詞補文構造について分

析するものが多く when 従属節の特性，特に目的語関係節との関係を述べるものはない。

ニョロ語文法に関しては Rubongoya（1999）が唯一の包括的記述の試みである。しかし問題は多い。

一番の問題は，Asiimwe（2019）がンコレ語とその南のチガ語をまとめて取り扱っているのと同様，

Rubongoya（1999）も，A Modern Runyoro-Rutooro Grammar という題が示すように 27，ニョロ語とそ

の南のトーロ語をまとめて 1 言語としていることである。なぜそれが問題かと言えば，ニョロ語は

名詞，動詞変化形とも声調パターンが 2 つあるのに対して，トーロ語は 1 つなのである（Kaji 

2007）。トーロ語では音韻句の最後から 2 音節目が H となる。Rubongoya 自身はトーロ人であり，例

えば，（39a）と（39b）の動詞形はどちらも同じ発音になる 28。トーロ人はニョロ語を聞いても十分

理解できるため，ニョロ語もトーロ語と同じだと安易に考えてしまう。本稿で問題としている声調の

違いによる動詞形の違いということには無頓着である。実際，彼は（39a）の obu を用いる when 従

属節と（39b）の kakúbâ を用いる if 従属節を同列に扱っている 29。Rubongoya（1999）はグロスをつ

けておらず，また声調も表記していない。しかしながら，筆者の調査したニョロ語では（39a）のよ

うに obu を用いれば動詞 -ha-（不定形 okúhâ）「与える」の声調はパターン A（Obu ompáíre 

omulîmo），そして（39b）のように kakúbâ ではパターン B（Kakúbá ompáíré omulîmo）となり同じ

ではない 30。

（39）a. Obu okumpaire omulimo nkugukozire.31

 ‘If you gave me some work I should do it.’ Rubongoya（1999: 249）

　 b. Kakuba/kuba ompaire omulimo nkugukozire.
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 ‘If you gave me some work I should do it.’ Rubongoya（1999: 248）

関係節に関しては，Rubongoya（1999）は個々のテンス・アスペクト・ムードごとに説明している

が，全体のまとめ，とりわけ目的語関係節の特性については何も述べていない。

Ndoleriire et al.（2009）も Runyoro-Rutooro English Dictionary という題名が示すようにニョロ語と

トーロ語の共通辞書であるが（主著者の Ndoleriire はトーロ人），5.2 節で触れたように，この辞書は，

obu に，接続詞の obu と関係代名詞の obu の 2 種類あるとしており，2 つの関係は考慮されていない。

6.2．内の関係と外の関係

関連研究で本稿により関係があるのは，Yoneda（2016, 2018）などで述べられているバンツー系

諸語の関係節における「内の関係」と「外の関係」の表現方法である。内の関係，外の関係というの

は寺村（1975）の用語で，日本語の連体修飾には内の関係と外の関係の 2 種類があるとした 32。

Yoneda（2016, 2018）はこれをバンツー諸語の関係節に適用し，外の関係に同格関係（appositive 

relation）と因果関係（causal relation）を認める 33。（40b,c）は内の関係を表す連体修飾，そして（41a,b）

は外の関係にある連体修飾である。（40a）は（40b,c）の元となる基本文であり，（40b）は主語関係節，

（40b）は目的語関係節，そして，（41a）は同格関係，（41b）は因果関係である 34。（40d）は，本稿

での議論となった when 従属節で筆者が加えたものである。これは，時間を表す内の関係にある。

（40）a. 男が車を売った

　 b. 車を売った男

　 c. 男が売った車

　 d. 男が車を売った時

（41）a. 男が車を売った噂

　 b. 男が車を売ったお金

もしこの枠組みを用いるとすれば，本稿で述べてきたニョロ語の目的語関係節と when 従属節は，

次のように述べることができる。すなわち，目的語関係節は内の関係にある関係節 35 で，when 従属

節も内の関係にある関係節で，同じ構文を取る。そして，この内の関係にある when 従属節が示す関

係は時間関係（temporal relation）である。この時間関係というのはニョロ語のみならず，（31a）や（40d）

のような日本語についても言えることである 36。

しかしながら，例えば（40b）と（40c）の内の関係にある関係節であるが，ニョロ語では単に一

方が主語関係節で他方が目的語関係節であるという構文上の違いに加えて，動詞形自体が違うことに

注目する必要がある。そして（40c）と（40d）は，一方が目的語関係節，そして他方が when 従属節

という違いを超えて動詞形が同じなのである。
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7．終わりに－まとめを兼ねて－

動詞の変化形から見て，筆者がまとめるニョロ語の基本形と従属節および関係節との関係は（42）

のようである。（1）では 5 つの動詞形を対等に見ていたが，（42）はそれに修正を加えたものである。

要点は，1）動詞形が大きく基本形と従属節形とに分かれること，そして 2）従属節形に関係節形と

if 従属節形の 2 種類があること，さらに 3）関係節形は主語関係節と目的語関係節に分かれ，4）

when 従属節形は目的語関係節に含まれることである。

活用形を大きく基本形と従属節形に分けるのは，従属節形が基本形とは異なって，否定標識に接語

の ti ではなく接辞の -ta- を用いること，そして動詞語尾が，基本形では -a であっても基本形以外の

形で完了語尾の -ire/ere を用いる活用があるという理由からである。主語関係節，目的語関係節，if 

従属節は，同じく従属節ではあっても，同一テンス・アスペクト・ムードで動詞形が異なる。特に，

主語関係節と目的語関係節の違いには注意が必要である 37（従ってこの 2 つを関係節形ということで

まとめる意味はないのかもしれない）38。そして，目的語関係節と when 従属節は同じ動詞形である。

また，英語などでは同列に扱われがちな when 従属節と if 従属節とでは動詞形が異なることも重要

な点である。when 従属節の従属の接続詞と見える obu「～の時」は関係代名詞であるが，if 従属節

の kakúbâ「もし」はそうではない。意味的にも obu は現状肯定的節を導くのに対して，kakúbâ は仮

定的条件節を導くという違いがある。本稿では，以上のうち，動詞の形式が目的語関係節と when 従

属節とでは同じであることに焦点を当てて考察を行った。

（42）a.  基本形（1a）

　 b. 従属節形

 1. 関係節形

 1. 主語関係節（1b）

 2. 目的語関係節（1c）（when 従属節（1d）を含む）

 2. if 従属節形（1d）

バンツー系諸語の動詞変化は複雑である。それを極限まで突き詰めた人は，恐らく世界に一人もい

ない。多くは，せいぜい 10 数個の動詞を変化させて動詞活用を見い出し，あとはこうなるだろうと

類推で物事を考える。例えば -king-（不定形 okukîːnga）「閉める」のような動詞でも，それに適用や

使役，受身などの接尾辞のすべての組み合わせを考えて変化させ，また様々な主語，目的語の場合を，

代名詞の場合，名詞の場合と，すべての活用にわたっていちいち確認していくのは大変な作業である。

同じ活用でも動詞語根の音節構造が異なると別の変化が生じるので，-king-「閉める」でやったのと

同じことを，例えば -ri-（不定形 okúlyâ）「食べる」でも確かめなければならない。現地での言語調

査は，どれだけ多くのデータを得るかにかかっている。どこにどの様な違いがあり，またどのような

一致があるか誰にも分からない。筆者はこれまで 20 以上の言語を調査したが，大抵は類推（想像，
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規則）で物事を考えてきた。そういう中，ニョロ語に関しては，今までの反省から，できるだけ多く

の条件を入れて動詞を変化させた。最初にも述べたように，筆者は現在ニョロ語の動詞活用をまとめ

ており（Kaji in preparation），本論文で述べたことは，その分析の結果から見えたことの一端である。

筆者の分析によるニョロ語動詞の活用表は，様々な条件による声調変化を細かく記述していること

もあり，A4 打ち出しで 350 ページにも及んでいる。これらをニョロ人がすべて記憶しているとは思

えず，必ず規則で生み出している部分があるという思いから一つ一つの形を丹念に見ていった。その

結果分かったことが，テンス・アスペクト・ムードによるすべての活用に亘って，目的語関係節と 

when 従属節が同じ動詞形を取るということであることである。英語などでは一方が関係節，そして

もう一方が従属節と分けて考えるため，こういった言語をベースに調査をしていると，あまりにも多

くの変化形に紛れて，この 2 つが同じであることになかなか気がつかない。もし日本語をベースに調

査をしていたらもっと早くわかったことかもしれない。ただ本稿は，世界の言語について言う立場に

はなく，現時点ではニョロ語という 1 バンツー系言語での分析結果ということに留めておきたい 39。

略語

Aug: augment「前接辞」，FV: final vowel「語尾母音」，Inf: infinitive marker「不定形接頭辞」，

Neg: negative「否定」，Perf: perfective「完了」，pers: person「人称」，pl: plural「複数」，Pst: past「過

去」，Rel: relative marker「関係代名詞」，sg: singular「単数」，SPr: subject prefix「主語接頭辞」，

TM: tense marker「時制標識」

注
1 活用という用語の使い方については注 4 参照。
2 ニョロ族は王国を形成しており，ホイマ市にはニョロ王国の王宮とニョロ王国政府庁舎がある。主インフォー

マントは 2017 年当時 67 歳のニョロ語を母語とするニョロ人男性である。
3 正確には（1）の 5 つに加えて不定形，現在分詞，過去分詞などの形も示さなければならないが，これらは

本稿での議論に関与しないので，ここには加えない。ただし不定形については（4）で本稿での議論に関係
する範囲で述べる。

4 本稿では活用という用語を，動詞のテンス・アスペクト・ムードによる変化を指すのに用いる。従って，例
えば，動詞の「近い過去」の活用形と言えば（1）の 5 つ形があることになる。5 つのうち特定の変化形を示
すには，例えば，動詞の「近い過去」活用の主語関係節形という言い方をする。あるいは主語関係節形の「近
い過去」の活用形と言っても，形は 1 つに決まる。

5 （3）では典型的な例の 4 音節語の例を示すが，様々な音節数の例は Kaji（2021）参照。
6 以下，ニョロ語の表記は簡略音声表記である。ただし，鼻音複合で後部要素が軟口蓋子音の場合は前部要素

の鼻音を n で表記する。ng [ŋg] など。また [j] も y で表す。なお，（7a）などに出てくる ’ は母音省略を表す。
/ti a/ → t’a [ta]。なお，ニョロ語の名詞は 19 のクラスに分かれており 1 から 19 までの番号が振られている。
ここの例の 7, 8 などの数字がそうである。そして名詞は，クラス 7 とクラス 8 のように，クラス 7 が名詞の
単数形，そしてクラス 8 がその複数形として単複のペアを形成する場合が多いが，単複同形や単数でしか用
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いられないもの，また逆に複数でしか用いられないのもある。
7 いわゆる単音節語根動詞，例えば -ri-「食べる」のように語根が -CV- のものは，不定形では okúlyâ　

/okuryá/ のようにパターン B を示す。ただし派生接尾辞を付けて動詞形を長くするとパターン A となる。
例えば okúlyâ「食べる」に適用の接尾辞 -ir- をつけると okulîːra /okuríːra/ {o-ku-ri-ir-a}「～のために食べる，
～の場所で食べる」のようにパターン A となる。詳しくは Kaji（2018b）参照。なお /r/ はあとに /i/ が来
ると [l] となる。

8 以下，用いる動詞語根は主として -CVNC- 構造の -king-「閉める」と -gend-「行く，出かける」とする。
9 完了語尾は母音調和を起こし，その前の形態素の母音が -king-「閉める」のように /i, a, u/ だと -ire となり，

-gend-「行く，出かける」のように /e, o/ だと -ere となる。
10 また遠い過去形をベースとした複合形も同様である。
11 接続法：bagéːndê /ba-gend-é /（3rd.pers.pl.SPr-go-FV）「彼（女）らが行くように」
 命令形：rukíːngê! /ru-king-é /（Opr（11）-close-FV）「それを閉めろ」
 近い未来：tibaːgéːndê /ti ba-a-gend-é /（Neg 3rd.pers.pl.SPr-TM-go-FV）「彼（女）らは行かない」
12 単数，複数のそれぞれの形において，人称によって変わるのは，人称を表す主語接頭辞の分節素のみで声調

は変わらない。
13 念のために obu，oku，aha，nkôːku，kakúbâ を用いた動詞形を -king-「閉める」を用いて，近い過去の状態（3

人称単数形）で示すと以下のようである。
 obu aki ngírê 「彼（女）が閉めた時」
 oku aki ngírê 「彼（女）が閉めたように」
 aha aki ngírê 「彼（女）が閉めた場所」
 nkóːku aki ngírê 「彼（女）が閉めたので」
 kakúbá aki ngîre 「もし彼（女）が閉めたら」
14 ただし，主語関係節の動詞形と kakúbâ 従属節の動詞形も全活用を通してほぼ同一である。これは，この言

語には原則 2 つの声調のパターンしかないということから来る偶然の一致か，あるいは意味ある一致かは今
の時点ではわからない。課題としたい。

15 aha とほぼ同じ使われ方をするものに ahálî がある。これは欠如型 be 動詞 -ri のクラス 18 の前節辞 a- 付き
主語関係節の形であり，ここで言う接続詞のカテゴリーに入らない。

16 グロスに示した（ ）の中の数字はその形式のクラス番号である。（23）の例では oru の 11 が，この oru と
いう形がクラス 11 の先行詞 orwîːgi に呼応したものであることを示している。注 6 参照。

17 日本語ではうまく表現できない部分もあるので，（23）から（30）そして（33）から（37）まで訳は英語併
記とする。

18 主語関係節においても先行詞省略は普通に起こる。（6）の例で名詞を外せば次のようになる。
 （6’） a. age nzérê 「彼（女）は出かけた」（基本形）
  b. age nzêre 「出かけた人」（主語関係節）
19 （27），（28）のような通常，先行詞である名詞が表現されない構文では，名詞が省略されたかどうかという

議論がある（米田 2021 参照）。筆者は名詞が省略されたと見るが，名詞が省略されたかどうかはともかく，
少なくとも想定されていることは間違いない。その理由は（29），（30）のような，名詞が省略されない構文
が可能であること，またクラス 14 はどんな名詞も想定されていなければ，通常「土地」を表すからである。
例えば obunyoro「ニョロ族の土地」は名詞語幹 -nyoro「ニョロ」にクラス 14 の前節辞 o- と接頭辞 -bu- が
付いたものである。

20 例えばライオンズ（1973: 192）は，「従属節は機能によって，名詞節・形容詞節・副詞節に下位区分される。
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そして更に，時間節・条件節・関係節などに下位区分される。」と書いている。
21 ニョロ語のクラス 16, 17, 18, 19 はいわゆる場所クラスであり，場所クラスは単に場所だけでなく時間や様

態も表す。例えばクラス 16 の単語 hoːnahôːna「どこでも，いつでも」（ha-óna 18「すべて」の重複形）は場
所のみならず時間をも表す。従って，hoːnahóːna aha agéːndâ は「彼（女）が行く所はどこでも」と「彼（女）
が行く時はいつでも」の意味がある。

22 否定標識は基本形以外はすべて -ta- であるが，基本形にも -ta- が現れる場合がある。これには 2 つの場合
がある。1 つは 4.3 節で述べた遠い過去である。もう 1 つは，付表の（5）習慣現在進行，（6）習慣現在完了，

（11）近い過去の進行，（12）遠い過去の進行，（14）近い完了の進行，（15）近い過去の完了，（16）遠い過
去完了，（23）近接未来，（24）近接未来の進行，（25）確定近い未来，（29）近い未来の進行，（35）遠い未
来の習慣進行の場合であるが，活用が複合形で 2 番目の要素（主動詞）が否定される場合である。最初の要
素（助動詞）が否定の場合は最初の要素に ti が表れるので問題ないが，2 番目の要素が否定の場合そこに
-ta- が表れるということは，この 2 番目の要素は基本形の形ではないということを示している。つまり従属
節（本稿では述べないが現在分詞，過去分詞）の形が用いられているということである。これは複合動詞形
の 1 つの特徴である。

23 現在筆者はニョロ語と系統的に近いウガンダ南西部にのチガ語（orúkiga）を調査しているが，この言語は声
調パターンがニョロ語より多いせいであろうと思われるが，（27），（28）のような例では obu は通常用いら
れず動詞の変化形だけで「～の時」の意味を表す。if 従属節も同様。

24 例えば Downing et al.（eds.）（2010）はバンツー系の様々な言語の関係節を取り扱った論文集である。
25 ンコレ＝チガ語（Nkore-Kiga）とはンコレ語とチガ語を合わせた呼び名で，この 2 言語が似ていることから

そうする人が多いが，筆者は別々に考えている。
26 Asiimwe（2019）は，ンコレ＝チガ語における TBU（tone bearing unit）の無理解から主語関係節の声調が

分析できていないし，またテンスと be 動詞 -ri に関する無理解から関係節に無用な区別を導入してしてい
る。

27 ru- は言語名を表す接頭辞。
28 ただし okumpaire における -ku- については注 31 参照。
29 Rubongoya（1999）は obu，kakuba/kuba の英語訳をそれぞれ ‘if, when’， ‘if’ としている。そして kakuba は

kuba に小辞の ka が付いたもので，同じとしている。筆者が調査したニョロ語では kuba は用いられない。
30 /ai/ は二重母音である。アクセントマークは áí のように 2 個書かざるをえないが，1 個の単位として動く。
31 Rubongoya（1999）は（39a）の動詞形に -ku- を入れている。これは非現実の変化（付表 36 参照）に誘導

されたものと思われる。筆者の調査したニョロ語の近い過去の完了形では -ku- は入らない。なお注 29 で書
いたように Rubongoya（1999）では obu の意味は ‘if, when’ で，ここでは obu の訳に if を用いている。

32 内の関係とは，例えば「さんまを焼く男」の場合のように，「男」がガ格で表現できる文（男がさんまを焼く）
から転換されたと考えられる関係である。それに対して，外の関係とは，例えば「さんまを焼く匂」の場合
のように，元の文において「匂」が格表現できない関係にあるものを指す。意味的には，外の関係の場合は
内容補充的であるのに対して，内の関係の場合はそうではないという特徴がある。

33 Yoneda（2016, 2018）の趣旨はこれらがスワヒリ語などのバンツー系諸語の関係節でどのように表現される
か，あるいはされないかという点にあるが，本稿ではこの点には立ち入らない。

34 （41a,b,c），（42a,b）の例は Yoneda（2016）からであるが，ローマ字表記を日本語表記に変えた。
35 これは本稿で述べた範囲の例についてであり，ニョロ語の目的語関係節がすべて内の関係にあるという意味

ではない。例えば，（41b）の「男が車を売ったお金」のような外の関係にある表現もニョロ語では目的語関
係節で表現する。この点については別稿が必要であると考えている。
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36 Yoneda（2018: 436）はスワヒリ語の関係節は，外の関係では同格関係以外には因果関係しか表現できない
と述べている。しかし外の関係ではないが，例えば wakati alipokuwa kijana「彼（女）が若かった時」は関
係節である。クラス 16 の関係節形成辞 -po- が wakati「時」と合わさって時間関係を表現している。また 
Fanya kama unavyopenda.「お前の好きなようにしろ。」も関係節を含んでいる。ここでは kama「～のように」
とクラス 8 の関係節形成辞 -vyo- で様態を表している。

37 本稿では考察の対象外であるが，ここで目的語関係節と呼ぶものは，英語などの目的語関係節のみならず，
注 35 で示したような英語などにはない（しかし日本語などにはある）多様な意味関係を表すものである。

38 その場合は分類は以下のようになる。その際，基本形以外を何と呼ぶかが問題となってくるが，ここでは従
属節形としておく。

 a. 基本形（1a）
 b. 従属節形
  1. 主語関係節（1b）
  2. 目的語関係節（1c）（when 従属節（1d）を含む）
  3. if 従属節形（1d）
39 本論文の骨子は 2017 年にできており，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所での研究会（梶 

2017）や南アフリカのケープタウン大学で開かれた Bantu Conference（Sintu 7）で骨子は発表した（Kaji 
2018a）。論文にするにあたって，日本語題を分かりやすいものに変えた。

40 この基本形の 3 人称単数肯定形の主語接頭辞 a- は母音の長さが短く，他のものとは異なるように見える。
これは本来 a-ru > aː- の変化によるものなので長いのだが声調の関係で短く表れている。3 人称複数の場合
は baː- と長くなっている。

41 この活用では（また（18）過去の経験 1 や（19）過去の経験 2 などでも），語根 -gend-「行く，出かける」
の声調が F で現れる。本来ならば L が期待されるところである（実際 L の発音も可能である）。これは恐
らく活用語尾 -ag- が用いられることと関係している。例えば，（4a）習慣現在基本形 akugêːndágâ「彼（女）
はいつも出かける」は （1a）進行現在基本形 akugêːnda「彼（女）は出かける，出かけつつある」に強調の 
-ag- を加えたものである。習慣現在基本形を発音する時に進行現在基本形が頭の中に先に来て，そのあと 
-ag- を加えるのではないかと思われる。ニョロ語の動詞活用の中で，進行現在基本形は最もよく用いられる
動詞形である。

42 この活用は be 動詞 -ba- を助動詞として用いる複合形である（助動詞は本動詞の前に来る）。否定では，本
動詞を否定形にする場合と助動詞を否定形にする場合の 2 つの形がある。前者を 1）で，後者を 2）で示す。
以下，複合形には活用名の前に * をつける。

43 この ayage nzêre という形には，4.1.2 節で近い過去の状態形の主語関係節について述べた前接辞 a- が付い
ているように見える。以下の活用形においても同様である。

 （12b）「遠い過去の進行」ayabáíre n’aːgéːndâ
 （13b）「近い完了」ayaːkagêːnda
 （16b）「遠い過去の完了」ayabáíre yaːkagêːnda   ayabáíre atákáge nzêre
 （17b）「習慣過去」ayagêːndágâ
 （18b）「過去の経験 1」ayaːkagêːndágâ
 （19b）「過去の経験 2」ayaːkagêːndáhóga
 （21b）「過去の経験 4」ayaːkage nzêre
 （22b）「しそうである」ayagêːnda
 （36b）「非現実」ayaːkuge nzêre
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 しかし，この a- は前接辞ではなく 3 人称単数の主語接頭辞の a- である。a- の後に続く活用標識が母音 a- 
あるいは aː- で始まるため母音接触を避けて y を挿入しているのである。a-a（ː）> aya（ː）。ただし，主語
接頭辞が ba- のように子音で始まる場合は y の挿入はなく ba-a（ː）> baː となる。従ってこの a- は限定を
表さない。限定を明示的に表すには，5.2 節で述べた関係代名詞 owa を用いなければならない（次の b の例）。

 a. omúːntu ayage nzêre 「（その）出かけた人」
 b. omúːntu owa ayage nzêre 「その出かけた人」
 この a- が出てくるのは主語関係節の場合のみであり，目的語関係節，when 従属節，if 従属節には出てこない。

恐らく，aya- の最初の a- が 3 人称複数形の a-ba-（Aug-SPr-）に引かれて段々と前接辞として見られるよ
うになってきているのではないかと思われる。

44 この活用の場合のように肯定形が複合形の場合は，前後のどちらの要素を否定形にするかによって 2 つの否
定形が生じる。

45 この形は 1）が普通であるが，2）の形も用いられる。ただし，2）の否定形はない。
46 babairégé atákágē nzêre における ē は e がダウンステップ H であることを示す。ゆっくり話すと babairégé 

atákágê nzêre ともなるが，通常は babairégé atákágē nzêre である。2 行下の babairége batákákī ngîre も同
様。
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付表

以下，それぞれの活用における a, b, c, d, e は，（1）で示した a. 基本形，b. 主語関係節，c. 目的語

関係節，d. when 従属節，e. if 従属節である。各活用において 4 つの形が並んでいるが，これらは左

から，3 人称単数肯定形，3 人称複数肯定形，3 人称単数否定形，3 人称複数否定形である。以下の

動詞形は，すべて意味が異なるためいちいち訳は付けていないが，活用名と人称，数，肯定・否定の

情報で大方の意味は分かる。例えば（1）進行現在の例で言えば，それぞれ左から「彼（女）は出か

けつつある」，「彼（女）らは出かけつつある」，「彼（女）は出かけつつはない」，「彼（女）らは出か

けつつはない」となる。ただし，複合形を否定する場合，前部要素を否定するか後部要素を否定する

かによって 2 つの形が生じるが，この場合は意味は変わらない。なお x とあるのはその動詞形が用い

られないことを示す。これには 2 つの場合がある。1 つは，（1）進行現在の場合のように意味的に馴

染まない場合，もう 1 つは意味的には可能だがその形が存在しない場合である。後者の場合は，必要

ならば他の活用のものを用いる。例えば（21）過去の経験 4 では否定形は存在しないが，必要なら

ば意味的に同じ（20）過去の経験 3 の否定形を用いる。

（1）進行現在

a.  akugêːnda40 baːkugêːnda t’áːkugêːnda tibáːkugêːnda

b. áːkugêːnda báːkugêːnda atáːkugêːnda batáːkugêːnda

c. áːkukîːnga báːkukîːnga atáːkukîːnga batáːkukîːnga

d. obu áːkugêːnda obu báːkugêːnda obu atáːkugêːnda obu batáːkugêːnda

e. x x x x

（2）継続現在

a.  akya gêːnda bakya gêːnda t’akya gêːnda tibakya gêːnda

b. akya gêːnda bakya gêːnda atakya gêːnda batakya gêːnda

c. akya kîːnga bakya kîːnga  atakya kîːnga  batakya kîːnga

d.   nkóːku akya gêːnda nkóːku bakya gêːnda nkóːku atakya gêːnda nkóːku batakya gêːnda

e. x x x x

（3）一般現在

a.  agéːndâ bagéːndâ t’agéːndâ tibagéːndâ

b. agêːnda  bagêːnda  atagéːndâ  batagéːndâ

c. akíːngâ bakíːngâ atakíːngâ batakíːngâ

d. obu agéːndâ obu bagéːndâ obu atagéːndâ obu batagéːndâ

e. kakúbá agêːnda kakúbá bagêːnda kakúbá atagéːndâ kakúbá batagéːndâ

（4）習慣現在41

a.  akugêːndágâ baːkugêːndágâ t’áːkugêːndágâ tibáːkugêːndágâ
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b. áːkugêːndágâ báːkugêːndágâ atáːkugêːndágâ batáːkugêːndágâ

c. áːkukî:ngágâ bá:kukî:ngágâ atá:kukî:ngágâ batá:kukî:ngágâ

d.   obu áːkugêːndágâ obu báːkugêːndágâ obu atáːkugêːndágâ   obu batáːkugêːndágâ

e. x x x x

（5） *習慣現在進行42

a.  aba n’aːgéːndâ  baba nibagéːndâ 1）aba atáːkugêːnda baba batáːkugêːnda

   2）t’ábá n’aːgéːndâ tibábá nibagéːndâ

b. áːba n’aːgéːndâ  bába nibagéːndâ  1）áːba atáːkugêːnda bába batáːkugêːnda

   2）atábá n’aːgéːndâ batábá nibagéːndâ

c.  áːbá n’aːkíːngâ bábá nibakíːngâ 1）áːbá atáːkukîːnga bábá batáːkukîːnga

   2）atábá n’aːkíːngâ batábá nibakíːngâ

d. obu áːbá n’aːgéːndâ obu bábá nibagéːndâ 

   1）obu áːbá atáːkugêːnda obubábá batáːkugêːnda

   2）obu atábá n’aːgéːndâ obu batábá nibagéːndâ

e. kakúbá áːba n’aːgéːndâ kakúbá bába nibagéːndâ 1）kakúbá áːba atáːkugêːnda

   　kakúbá bába batáːkugêːnda

   2）kakúbá atábá n’aːgéːndâ

   　kakúbá batábá nibagéːndâ

（6） *習慣現在完了

a.  aba age nzêre baba bage nzêre 1）aba atage nzérê  baba batage nzérê

   2）t’ábá age nzêre tibábá bage nzêre

b. áːba age nzêre  bába bage nzêre 1）áːba atage nzérê bába batage nzérê

   2）atábá age nzêre  batábá bage nzêre

c. áːbá aki ngîre bábá baki ngîre  1）áːbá ataki ngírê bábá bataki ngírê

   2）atábá aki ngîre batábá baki ngîre

d. obu áːbá age nzêre obu bábá bage nzêre 1）obu áːbá atage nzérê obu bábá batage nzérê

   2）obu atábá age nzêre obu batábá bage nzêre

e. kakúbá áːba age nzêre kakúbá bába bage nzêre 1）kakúbá áːba atage nzérê kakúbá bába batage nzérê

   2）kakúbá atábá age nzêre  kakúbá batábá bage nzêre

（7）近い過去

a.  age nzerégê bage nzerégê t’age nzérêge  tibage nzérêge

b. age nzerégê  bage nzerégê atage nzerêge    batage nzerêge

c. aki ngirêge baki ngirêge ataki ngirêge bataki ngirêge

d. obu age.nzerêge obu bage nzerêge obu atage nzerêge obu batage nzerêge
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e. kakúbá age nzerégê  kakúbá bage nzerégê kakúbá atage nzérêge kakúbá batage nzérêge

（8）近い過去の状態

a.  age nzérê bage nzérê t’age nzérê tibage nzérê

b. age nzêre bage nzêre atage nzérê  batage nzérê

c. aki ngírê baki ngírê ataki ngírê bataki ngírê

d. obu age nzérê obu bage nzérê obu atage nzérê obu batage nzérê

e. kakúbá age nzêre kakúbá bage nzêre kakúbá atage nzérê kakúbá batage nzérê

（9）一時的完了（肯定）, 否定的決意（否定）

a.  akya ge nzêre bakya ge nzêre t’akya ge nzêre tibakya ge nzêre

b. akya ge nzêre bakya ge nzêre atakya ge nzêre batakya ge nzêre

c. akya ki ngîre bakya ki ngîre atakya ki ngîre batakya ki ngîre

d. nkóːku akya ge nzêre nkóːku bakya ge nzêre nkóːku atakya ge nzêre nkóːku batakya ge nzêre

e. x x x x

（10）遠い過去

a.  akagêːnda bakagêːnda atagéːndê batagéːndê

b. ayage nzêre43 baːge nzêre ataːge nzêre    bataːge nzêre

c. yaki ngîre   baːkingîre ataːki ngîre    bataːki ngîre

d. obu yage nzêre obu baːge nzêre obu ataːge nzêre obu bataːge nzêre

e. kakúbá yage nzêre kakúbá baːge nzêre kakúbá ataːge nzêre kakúbá bataːge nzêre

（11） *近い過去の進行

a.  abairégé n’aːgéːndâ babairégé nibagéːndâ 1）abairégé atáːkugêːnda babairégé batáːkugêːnda

   2）t’abairége n’aːgéːndâ tibabairége nibagéːndâ

b. abáirégé n’aːgéːndâ ababáirégé nibagéːndâ 1）abáirégé atáːkugêːnda  ababáirégé batáːkugêːnda

   2）atabairége n’aːgéːndâ abatabairége nibagéːndâ

c. abairége n’aːkíːngâ babairége nibakíːngâ 1）abairége atáːkukîːnga babairége batáːkukîːnga

    2）atabairége n’aːkíːngâ batabairége nibakíːngâ

d. obu abairége n’aːgéːndâ obu babairége nibagéːndâ 1）obu abairége atáːkugêːnda

    　obu babairége batáːkugêːnda

    2）obu atabairége n’aːgéːndâ

    　obu batabairége nibagéːndâ

e. kakúbá abairégé n’aːgéːndâ kakúbá babairégé nibagéːndâ 1）kakúbá abairége atáːkugêːnda

   　kakúbá babairégé batáːkugêːnda

   2）kakúbá atabairége n’aːgéːndâ

   　kakúbá batabairége nibagéːndâ
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（12） *遠い過去の進行

a.  akaba n’aːgéːndâ bakaba nibagéːndâ 1）akaba atáːkugêːnda   bakaba batáːkugêːnda

   2）atábé n’aːgéːndâ batábé nibagéːndâ

b. 1）akábá n’aːgéːndâ  bakábá nibagéːndâ 1）akábá atáːkugêːnda   bakábá batáːkugêːnda

 2）ayabáíre n’aːgéːndâ44 baːbáíre nibagéːndâ 2）ataːbáíre n’aːgéːndâ bataːbáíre nibagéːndâ

   3）ayabáíre atá:kugê:nda aba:báíre batá:kugê:nda

c. 1）akábá n’aːkíːngâ bakábá nibakíːngâ 1）akábá atáːkukîːnga  bakábá batáːkukîːnga

 2）yabáíre n’aːkíːngâ baːbáíre nibaːkíːngâ 2）yabáíre atáːkukîːnga baːbáíre batá:kukî:nga

   3）ataːbáíre n’aːkíːngâ bataːbáíre nibaːkíːngâ

d. 1）obu akábá n’aːgé:ndâ obu bakábá nibagéːndâ 1）obu akábá atáːkugê:nda obu bakábá batáːkugêːnda

 2）obu yabáíre n’aːgé:ndâ obu babáíre nibagéːndâ 2）obu yabáíre atáːkugêːnda obu babáíre batáːkugêːnda

   3）obu ataːbáíre n’aːgéːndâ obu bataːbáíre nibagé:ndâ

e. 1）kakúbá akábá n’aːgéːndâ kakúbá bakábá nibagéːndâ 1）kakúbá akábá atáːkugêːnda

   　kakúbá bakábá batáːkugêːnda

 2）kakúbá yabáíre n’aːgéːndâ kakúbá babáíre nibagéːndâ 2）kakúbá yabáíre atáːkugêːnda

   　kakúbá babáíre batáːkugêːnda

   3）kakúbá ataːbáíre n’aːgéːndâ

   　kakúbá bataːbáíre nibagéːndâ

（13）近い完了

a.  yaːkagêːnda baːkagêːnda t’ákáge nzêre tibákáge nzêre

b. ayaːkagêːnda  baːkagêːnda atákáge nzêre batákáge nzêre

c. yaːkakíːngâ baːkakíːngâ atákáki ngîre batákáki ngîre

d. 1）nkóːku yaːkagéːndâ45 nkóːku baːkagéːndâ nkóːku atákáge nzêre   nkó:ku batákáge nzêre

 2）nkóːku yagéːndâ nkóːku baːgéːndâ  

e. x x x x

（14） *近い完了の進行

a.  abaire n’aːgéːndâ babaire nibagéːndâ 1）abaire atáːkugêːnda  babaire batáːkugêːnda

   2）tabáíré n aːgéːndâ tibabáíré nibagé:ndâ

b. abáíre n’aːgéːndâ  babáíre nibagéːndâ 1）abáíre atáːkugêːnda  babáíre batáːkugêːnda

   2）atabáíré n’aːgéːndâ batabáíré nibagé:ndâ

c. abáíré n’aːkíːngâ babáíré nibakíːngâ 1）abáíré atáːkukîːnga babáíré batáːkukîːnga

   2）atabáíré n’aːkíːngâ batabáíré nibakíːngâ

d. obu abaíré n’aːgéːndâ obu babaíré nibagéːndâ 1）obu abaíré atáːkugêːnda obu babaíré batáːkugêːnda

   2）obu atabáíré n’aːgéːndâ obu batabáíré nibagéːndâ
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e. kákúbá abáíre n’aːgéːndâ kákúbá babáíre nibagéːndâ 1）kákúbá abáíre atáːkugêːnda

   　kákúbá babáíre batáːkugêːnda

   2）kákúbá atabáíré n’aːgéːndâ

   　kákúbá batabáíré nibagéːndâ

（15） *近い過去の完了

a.  abairégé yaːkagêːnda babairégé baːkagêːnda 1）abairégé atákáge nzêre  babairégé batákáge nzêre

   2）t’abairége yaːkagêːnda tibabairége baːkagêːnda

b. abairégé yaːkagêːnda babairégé baːkagêːnda 1）abairégé atákáge nzêre babairégé atákágē nzêre46

   2）atabairége yaːkagêːnda batabairége baːkagêːnda

c. abairége yaːkakîːnga  babairége baːkakîːnga 1）abairége atákáki ngîre  babairége batákákī ngîre

   2）atabairége ya:kakî:nga  batabairége ba:kakî:nga

d. obu abairége yaːkagêːnda obu babairége baːkagêːnda  1）obu abairége atákáge nzêre

   　obu babairége batákáge nzêre

   2）obu atabairége yaːkakîːnga

   　obu batabairége baːkakîːnga

e. kakúbá abairégé yaːkagêːnda kakúbá babáirégé baːkagêːnda 1）kakúbá abairégé atákáge nzêre

   　kakúbá babairégé batákáge nzêre

   2）kakúbá atabairége yaːkagêːnda

   　kakúbá batabairége baːkagêːnda

（16） *遠い過去の完了

a.  akaba yaːkagêːnda bakaba baːkagêːnda 1）akaba atákáge nzêre bakaba batákáge nzêre

   2）atábé yaːkagêːnda batábé baːkagêːnda

b. 1）ayabáíre yaːkagêːnda ba:báíre baːkagêːnda 1）ayabáíre atákáge nzêre ba:báíre batákágē nzêre

 2）akábá yaːkagêːnda bakábá baːkagêːnda 2）akábá atákáge nzêre   bakábá batákágē nzêre

   3）ataːbáíre yaːkagêːnda   bataːbáíre baːkagêːnda

c. 1）yabáíre ya:kakî:nga  ba:báíre baːkakî:nga 1）yabáíre atákáki ngîre   baːbáíre batákáki ngîre

 2）akábá yaːkakîːnga  bakábá baːkakîːnga  2）akábá atákáki ngîre  bakábá batákáki ngîre

   3）ataːbáíre ya:kakî:nga  bata:báíre ba:kakî:nga

d. 1）obu yabáíre yaːkagêːnda obu baːbáíre baːkagêːnda 1）obu yabáíre atákáge nzêre

   　obu baːbáíre batákáge nzêre

 2）obu akábá yaːkagêːnda obu bakábá baːkagêːnda 2）obu akábá atákáge nzêre

   　obu bakábá batákáge nzêre

e. 1）kakúbá yabáíre yaːkagêːnda kakúbá ba:báíre baːkagêːnda 1）kakúbá yabáíre atákáge nzêre

   　kakúbá baːbáíre batákáge nzêre
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 2）kakúbá akábá yaːkagêːnda kakúbá bakábá baːkagêːnda 2）kakúbá akábá atákáge nzêre

   　kakúbá bakábá batákáge nzêre

（17）習慣過去

a.  yage ndágâ baːge ndágâ tiyagêːndágâ tibaːgêːndágâ

b. ayagêːndágâ baːgêːndágâ ataːgêːndágâ bataːgêːndágâ

c. yakîːngágâ    baːkîːngágâ ataːkîːngágâ bataːkîːngágâ

d. obu yagêːndágâ obu baːgêːndágâ obu ataːgêːndágâ obu bataːgêːndágâ

e. kakúbá yagêːndágâ kakúbá baːgêːndágâ kakúbáataːgêːndágâ kakúbá bataːgêːndágâ

（18）過去の経験 1

a.  yaːkagêːndágâ baːkagêːndágâ t’ákágêːndágâ  tibákágêːndágâ

b. ayaːkagêːndágâ ba:kagêːndágâ     atákágêːndágâ  batákágêːndágâ

c. yaːkakîːngágâ baːkakîːngágâ atákákîːngágâ batákákîːngága

d. nkóːku yaːkagêːndágâ nkóːku baːkagêːndágâ nkó:ku atákágêːndágâ nkó:ku batákágêːndágâ

e. kakúbá yaːkagêːndágâ kakúbá baːkagêːndágâ kakúbá atákágêːndágâ  kakúbá batákágêːndágâ

（19）過去の経験 2

a.  yaːkagêːndáhóga   baːkagêːndáhóga t’ákágêːndáhóga   tibákágêːndáhóga

b. ayaːkagêːndáhóga  baːkagêːndáhóga atákágêːndáhóga batákágêːndáhóga

c. yaːkakîːngáhóga baːkakîːngáhóga atákákîːngáhóga batákákîːngáhóga

d. nkó:ku yaːkagêːndáhóga nkó:ku baːkagêːndáhóga  nkó:ku atákágêːndáhóga nkó:ku batákágêːndáhóga

e. kakúbá yaːkagêːndáhóga kakúbá baːkagêːndáhóga kakúbá atákágêːndáhóga kakúbá batákágêːndáhóga

（20）過去の経験 3

a.  arage nzêre barage nzêre t’ákáge nzêre tibákáge nzêre / tibakage nzêre

b. arage nzêre  barage nzêre  atákáge nzêre  batákáge nzêre

c. araki ngîre baraki ngîre    atákáki ngîre  batákáki ngîre

d. nkóːku arage nzêre nkóːku barage nzêre nkóːku atákáge nzêre nkóːku batákáge nzêre

e. x  kakúbá atákáge nzêre kakúbá batákáge nzêre

（21）過去の経験 4

a.  yaːkage nzêre baːkage nzêre x x

b. ayaːkage nzêre baːkage nzêre x x

c. yaːkaki ngîre baːkaki ngîre     x x

d. nkó:ku yaːkage nzêre nkó:ku baːkage nzêre x x

e. x x x x

（22）しそうである

a.  yagêːnda baːgêːnda x x
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b. ayagêːnda baːgêːnda x x

c. yakíːngâ        baːkíːngâ x x

d. nkóːku yagéːndâ nkóːku baːgéːndâ nkóːku tiyagêːnda nkóːku tibaːgêːnda

e. x x x x

（23） *近接未来

a.  aija kugêːnda baija kugêːnda 1）aija kutagêːnda baija kutagêːnda

   2）t’aíjá kugêːnda tibaíjá kugêːnda

b. áija kugêːnda abáíja kugêːnda 1）áija kutagêːnda abáíja kutagêːnda

   2）ataíjá kugêːnda abataíjá kugêːnda

c. aíjá kukîːnga baíjá kukîːnga 1）aíjá kutakîːnga baíjá kutakîːnga

   2）ataíjá kukîːnga bataíjá kukîːnga

d. obu aíjá kugêːnda obu baíjá kugêːnda 1）obu aíjá kutagêːnda obu baíjá kutagêːnda

   2）obu ataíjá kugêːnda obu bataíjá kugêːnda

e. kakúbá áija kugêːnda kakúbá báíja kugêːnda 1）kakúbá áija kutagêːnda kakúbá báíja kutagêːnda

   2）kakúbá ataíjá kugêːnda kakúbá bataíjá kugêːnda

（24） *近接未来の進行

a.  akúbá n’aːgéːndâ   baːkúbá nibagéːndâ 1）akúbá atáːkugêːnda ba:kúbá batáːkugêːnda

   2）t’áːkúbá n’aːgéːndâ tibáːkúbá nibagéːndâ

b. áːkubá n’aːgéːndâ abáːkubá nibagéːndâ 1）áːkubá atáːkugêːnda báːkubá batáːkugê:nda

   2）atáːkubá n’aːgéːndâ batáːkubá nibagéːndâ

c. áːkubá n’aːkíːngâ  báːkubá nibakíːngâ 1）áːkubá atáːkukîːnga báːkubá batáːkukîːnga

    2）atáːkubá n’aːkíːngâ  batáːkubá nibakíːngâ

d. obu áːkubá n’aːgéːndâ  obu báːkúbá nibagéːndâ 1）obu áːkubá atáːkugêːnda

    　obu báːkubá batáːkugê:nda

    2）obu atáːkúbá n’aːgéːndâ

    　obu batáːkúbá nibagéːndâ

e. kakúbá áːkubá n’aːgéːndâ kakúbá báːkubá nibagéːndâ  1）kakúbá áːkubá atáːkugê:nda

    　kakúbá báːkubá batáːkugê:nda

    2）kakúbá atáːkubá n’aːgéːndâ

    　kakúbá batáːkubá nibagéːndâ

（25） *確定近い未来

a.  akwíːja kugêːnda baːkwíːja kugê:nda 1）akwíːja kutagê:nda baːkwíːja kutagêːnda

   2）t’áːkwíːja kugêːnda tibáːkwíːja kugêːnda

b. áːkwíːja kugêːnda abáːkwíːja kugê:nda 1）áːkwíːja kutagê:nda báːkwíːja kutagêːnda
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   2）atáːkwíːja kugêːnda batáːkwíːja kugêːnda

c. áːkwíːja kukîːnga  báːkwíːja kukîːnga 1）áːkwíːja kutakî:nga  báːkwíːja kutakîːnga

    2）atáːkwíːja kukî:nga batáːkwíːja kukîːnga

d. obu áːkwíːja kugêːnda obu báːkwíːja kugêːnda 1）obu áːkwíːja kutagêːnda

    　obu báːkwíːja kutagêːnda

    2）obu atáːkwíːja kugêːnda

    　obu batáːkwíːja kugêːnda

e. kakúbá áːkwíːja kugêːnda kakúbá báːkwíːja kugêːnda 1）kakúbá áːkwíːja kutagêːnda

     　kakúbá báːkwíːja kutagêːnda

     2）kakúbá atáːkwíːja kugêːnda

     　kakúbá batáːkwíːja kugêːnda

（26）近い未来

a.  araːgéːndâ baraːgéːndâ tiyaːgéːndê /t’aːgéːndê tibaːgéːndê

b. araːgêːnda baraːgêːnda ataːgéːndê  bataːgéːndê

c. araːkíːngâ baraːkíːngâ ataːkíːngê  bataːkíːngê

d. obu araːgéːndâ obu baraːgéːndâ obu ataːgéːndê obu bataːgéːndê

e. kakúbá araːgêːnda kakúbá baraːgêːnda kakúbá ataːgéːndê kakúbá bataːgéːndê

（27） *近い未来の進行

a.  araːba n’aːgéːndâ  baraːba nibagéːndâ 1）araːba atáːkugêːnda baraːba batáːkugêːnda

   2）tiyáːbé n’aːgéːndâ tibáːbé nibagéːndâ

b. aráːba n’aːgéːndâ abaráːba nibagéːndâ 1）aráːba atáːkugêːnda  bará:ba batáːkugêːnda

   2）atáːbé n’aːgéːndâ  batá:bé nibagéːndâ

c. aráːbá n’aːkíːngâ baráːbá nibakíːngâ 1）aráːbá atáːkukîːnga baráːbá batáːkukîːnga

   2）atáːbé n’aːkíːngâ batáːbé nibakíːngâ

d. obu aráːbá n’aːgéːndâ obu baráːbá nibagé:ndâ 1）obu aráːbá atáːkugêːnda  obu baráːbá batá:kugê:nda

   2）obu atáːbé n’aːgéːndâ obu batáːbé nibagéːndâ

e. kakúbá aráːba n’aːgéːndâ kakúbá baráːba nibagéːndâ 1）kakúbá aráːba atáːkugêːnda

   　kakúbá baráːba batáːkugêːnda

   2）kakúbá atáːbé n’aːgéːndâ

   　kakúbá baráːba nibagéːndâ

（28）遠い未来

a. aligéːndâ baligéːndâ t’aligêːnda tibaligêːnda

b. aligêːnda   baligêːnda       ataligêːnda     bataligêːnda

c. alikíːngâ   balikí:ngâ      atalikîːnga     batalikîːnga
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d. obu aligéːndâ obu baligéːndâ obu ataligêːnda  obu bataligêːnda

e. kakúbá aligêːnda kakúbá baligêːnda kakúbá ataligêːnda kakúbá bataligêːnda

（29） *遠い未来の進行

a.  aliba n’aːgéːndâ  baliba nibagéːndâ 1）aliba atáːkugêːnda  baliba batáːkugêːnda

   2）t’alíba n’aːgéːndâ tibalíba nibagéːndâ

b. alíba n’aːgéːndâ balíba nibagéːndâ 1）alíba atáːkugêːnda  balíba batáːkugêːnda

   2）atalíba n’aːgéːndâ  batalíba nibaːgéːnda

c. alíbá n’aːkíːngâ balíbá nibakíːngâ 1）alíbá atáːkukî:nga balíbá batáːkukî:nga

   2）atalíba n’aːkíːngâ batalíba nibakíːngâ

d. obu alíbá n’aːgéːndâ obu balíbá nibagé:ndâ 1）obu alíbá atáːkugêːnda  obu balíbá batáːkugêːnda

    2）obu atalíba n’aːgéːndâ  obu batalíba nibagéːndâ

e.  kakúbá alíba n’aːgéːndâ kakúbá balíba nibagéːndâ 1）kakúbá alíba atáːkugêːnda

     　kakúbá balíba batáːkugêːnda

     2）kakúbá atalíba n’aːgéːndâ

     　kakúbá batalíba nibagéːndâ

（30） *近接未来習慣 1

a.  aija kugêːndágâ baija kugêːndágâ 1）aija kutagêːndágâ baija kutagêːndágâ

   2）t’aíjá kugêːndágâ tibaíjá kugêːndágâ

b. áíja kugêːndágâ báíja kugêːndágâ 1）áíja kutagêːndágâ báíja kutagêːndágâ

   2）ataíjá kugêːndágâ bataíjá kugêːndágâ

c. aíjá kukîːngágâ baíjá kukîːngágâ 1）aíjá kutakîːngágâ baíjá kutakîːngágâ

   2）ataíjá kukîːngágâ bataíjá kukîːngágâ

d. obu aíjá kugêːndágâ obu baíjá kugêːndágâ 1）obu aíjá kutagêːndágâ obu baíjá kutagêːndágâ

    2）obu ataíjá kugêːndágâ obu bataíjá kugêːndágâ

e.  kakúbá áíja kugêːndágâ kakúbá báíja kugêːndágâ 1）kakúbá áíja kutagêːndágâ

    　kakúbá báíja kutagêːndágâ

    2）kakúbá ataíjá kugêːndágâ

    　kakúbá bataíjá kugêːndágâ

（31） *近接未来習慣 2

a.  aijága kugêːnda baijága kugêːnda 1）n’aijága kutagêːnda nibaijága kutagêːnda

   2）t’aijága kugêːnda tibaijága kugêːnda

b. áijágá kugêːnda báijágá kugêːnda 1）áijágá kutagêːnda báijágá kutagêːnda

   2）ataijága kugêːnda   bataijága kugêːnda

c. aijága kukîːnga  baijága kukîːnga  1）aijága kutakîːnga  baijága kutakîːnga
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   2）ataijága kukîːnga  bataijága kukîːnga

d. obu aijága kugêːnda obu baijága kugêːnda 1）obu aijága kutagêːnda obu baijága kutagêːnda

    2）obu ataijága kugêːnda obu bataijága kugêːnda

e.  kakúbá áijágá kugêːnda kakúbá báijágá kugêːnda 1）kakúbá áijágá kutagêːnda

    　kakúbá báijágá kutagêːnda

    2）kakúbá ataijága kugêːnda

    　kakúbá bataijága kugêːnda

（32）近い未来習慣

a.  araːge ndágâ baraːge ndágâ tiyaːge ndêge / t’aːge ndêge tibaːge ndêge

b. araːgêːndágâ   abaraːgêːndágâ  ataːge ndêge     bataːge ndêge

c. araːki ngâga   baraːki ngâga ataːki ngêge bataːki ngêge

d. obu araːge ndâga obu baraːge ndâga obu ataːge ndêge obu bataːge ndêge

e.  kakúba araːge ndágâ kakúba baraːge ndágâ kakúba ataːge ndêge kakúba bataːge ndêge

（33）近い未来の習慣進行

a.  araːbágá n’aːgéːndâ baraːbágá nibagéːndâ tiyaːbége n’aːgéːndâ tibaːbége nibagéːndâ

b. arâːbágá n’aːgéːndâ barâ:bágá nibagé:nda 1）arâːbágá atáːkugêːnda barâːbágá batáːkugêːnda

   2）ataːbége n’aːgéːndâ bataːbége nibagéːndâ

c. araːbága n’aːkíːngâ bara:bága nibakíːngâ 1）araːbága atáːkukîːnga baraːbága batáːkukîːnga

    2）ataːbége n’aːkíːngâ bataːbége nibakíːngâ

d. obu araːbága n’aːgéːndâ obu baraːbága nibagéːndâ 1）obu araːbága atáːkugêːnda

    　obu baraːbága batáːkugêːnda

    2）obu ataːbége n’aːgéːndâ

    　obu bataːbége nibagéːndâ

e.  kakúba aráːbágá n’aːgéːndâ kakúba bará:bágá nibagéːndâ 1）kakúbá aráːbágá atáːkugêːnda

   　kakúbá baráːbágá batáːkugêːnda

   2）kakúba ataːbége n’aːgéːndâ

   　kakúba bataːbége nibagéːndâ

（34）遠い未来の習慣

a. alige ndágâ balige ndágâ t’álígêːndágâ tibálígêːndágâ

b. alíge ndágâ /alige ndágâ balígêːndágâ /bálígêːndágâ atálígêːndágâ   batálígêːndágâ

c. aliki ngâga   baliki ngâga atálíkîːngágâ  batálíkîːngágâ

d. aha alige ndâga aha balige ndâga aha atálígêːndágâ aha batálígêːndágâ

e.  kakúbá alígêːndágâ kakúbá balígêːndágâ  kakúbá atálígêːndágâ kakúbá batálígêːndágâ

（35） *遠い未来の習慣進行
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a.  alibágá n’aːgéːndâ balibágá nibagéːndâ 1）alibágá atáːkugêːnda balibágá batáːkugêːnda

   2）t’álíbágá n’aːgéːndâ tibálíbágá nibagéːndâ

b. álibágá n’aːgéːndâ bálibágá nibagéːndâ 1）álibágá atáːkugêːnda bálibágá batáːkugêːnda

   2）atálibágá n’aːgéːndâ batálibágá nibagéːndâ

c. alibága n’aːkíːngâ balibága nibakíːngâ 1）alibága atáːkukîːnga balibága batáːkukîːnga

    2）atálibágá n’aːkíːngâ batálibágá nibakíːngâ

d. obu alibága n’aːgéːndâ obu balibága nibagéːndâ 1）obu alibága atáːkugêːnda

    　obu balibága batáːkugêːnda

    2）obu atálibágá n’aːgéːndâ

    　obu batálibágá nibagéːndâ

e. kakúbá álibágá n’aːgéːndâ kakúbá bálibágá nibagéːndâ  1）kakúbá álibágá atáːkugêːnda

   　kakúbá bálibágá batáːkugêːnda

   2）kakúbá atálibágá n’aːgéːndâ

   　kakúbá batálibágá nibagéːndâ

（36）非現実

a.  yaːkuge nzérê baːkuge nzérê tiyaːkuge nzêre tibaːkuge nzêre

b.  ayaːkuge nzêre   baːkuge nzêre      ataːkuge nzêre    bataːkuge nzêre

c.  yaːkuki ngírê  baːkuki ngírê  ataːkuki ngîre   bataːkuki ngîre

d. obu yaːkuge nzérê obu baːkuge nzérê obu ataːkuge nzêre obu bataːkuge nzêre

e. x x x x
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The Homology of the Object Relative Clause 
and the When-Subordinate Clause: A Consideration 
from Nyoro, a Bantu Language of Western Uganda

Shigeki KAJI

Abstract

Investigating the affirmative and negative forms of five constructions̶the basic, subject relative, 

object relative, when-subordinate, and if-subordinate̶is necessary to have a full appreciation of the 

verb conjugation in Nyoro, a Bantu language of Western Uganda. In principle, these five forms are 

different. It is not that the verb form in the basic construction, that is, as a main clause（e.g., A 

person reads a book）, remains the same, for example, as that in the subject relative construction（e.g., 

A person who reads a book）as in English. However, an overall examination of the forms reveals that 

the verb forms of the object relative clause and the when-subordinate clause remain the same 

throughout the verb conjugation.

This paper aims to demonstrate that the when-subordinate clause is part of the object relative 

clause. The word obu, equivalent to the English conjunction when, which is used in the when-

subordinate and usually called a subordinate conjunction, is in fact a class 14 relative pronoun（Nyoro 

has noun classes numbered from class 1 to class 19）. Its antecedent is the class 14 noun obwîːre（time）, 

which is omitted. Consider, for example, the when-subordinate clause with the antecedent obwîːre

（time）: obwíːre obu aki ngírê（time/which/ （s）he has closed）, “the time when （s）he has closed

（something）,” which is syntactically parallel to the object relative clause orwíːgi oru aki ngírê（door/

which/ （s）he has closed）, “the door which （s）he has closed.” When the antecedent is omitted, the 

relative pronoun seems to function as a subordinate conjunction in one construction, obu aki ngírê（when 

he/she has closed）, and a relative pronoun incorporating the antecedent in the other, oru aki ngírê

（what（=that which）he/she has closed）.

Keywords : Bantu, Nyoro, verb conjugation, relative clause construction, subordinate clause
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